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V3.1追補マニュアル
この追補マニュアルでは、QL5/QL1 ファームウェア V3.1 で追加 / 変更された機能を中心に説明します。 
QL5/QL1 V3 取扱説明書、リファレンスマニュアルと併せてご利用ください。
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インプット系チャンネル

 V3.1 追補マニュアル

ャンネルのPAN LAWの設定をします。

合 LR NOMINALの場合

ードのときも有効になります。またサラウンドモードのときも有
3

インプット系チャンネル

パン設定の追加機能 ( モノラルインプットチャンネルのみ )
STEREOバスに送られる信号のパンにおいて、PAN LAWの設定が選択できるようになりました。以
下の２つから選択できます。

NOTE
この PAN LAWの設定は、ステレオ設定されたMIX バスに送られる信号のPAN LAW設定にも
反映されます。

1 PAN LAW選択ボタン
トグルボタンで、インプットチ

CENTER NOMINAL の場

NOTE
PAN LAWの設定は、LCRモ
効になります。

CENTER NOMINAL パンのレベル特性はセンターでノミナル、振り切りで +3dB となります。

LR NOMINAL パンのレベル特性はセンターで -3dB、振り切りでノミナルとなります。

手順
1. 操作したいモノラルタイプのインプットチャンネルを選ぶ。

2. OVERVIEW画面で操作したいチャンネルのSTEREO/MONOフィールドのノブを押して選択し、
もう1 回ノブを押す。もしくはSELECTED CHANNEL画面で操作したいチャンネルのPAN/
BALANCE フィールドのノブを押して選択し、もう1 回ノブを押す。

3. TO STEREO/MONO 画面のPAN LAW選択ボタンを使って、チャンネルごとにPAN LAWの設
定をする。

1



インプット系チャンネル
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場合の入力信号処理変更 ( ステレオイン

O設定に関して、以下のように信号処理を変更しました。両チャ
ますが、ステレオインプットチャンネルのR側チャンネルが

時に PANモードに切り替わります。また PANノブの設定はセン

れかに設定すると、同時に BALANCEモードに切り替わります。ま
ンターになります。
4

PAN LAWの設定状態は、以下の画面からも確認できます。 マークが表示されているチャンネル
は、PAN LAWが LR NOMINALに設定されていることを示しています。
・ TO STEREO/MONO 画面 (CH1-32、CH33-64/ST IN(QL5)、ST IN(QL1))

・ OVERVIEW画面 (STEREO/MONOフィールド )

・ SELECTED CHANNEL VIEW 画面 (PAN/BALANCE フィールド )

LR-MONO設定にした
プットチャンネルのみ )
適切なレベルになるように LR-MON
ンネルを加算してモノラル信号にし
ミュートされます。

NOTE
･ LR-MONOに設定すると、同
ターになります。
･ LR、L-MONO、R-MONOのど
たBALANCEノブの設定はセ



I/O デバイス画面

 V3.1 追補マニュアル

ーター
ックの状態 ( ステータス )を表示します。正常に動作しているとき

ター
pling Rate Converter) の状態を表示します。

DAI カードへの SRCクロックは、RSio64-D の SRC WCLK
す。

のSRCのオン /オフをスロットごとに切り替えます。

ン
クソースを選択します。
インジケーター
/2インジケーター
ンジケーター

挿入されていない。または未対応のカードが挿入されています。

クトキーで選択したクロックソースと同期したクロックが、カードか
を示します。該当するスロットに外部機器が接続されている場合は、
-D との間で正常に入出力が行なわれています。なお、サンプリング周
場合、非同期であってもこのステータスを示すことがあります。

クロックが入力されていますが、WORD CLOCKセレクトキーで選択
とは同期していません。該当するスロットに外部機器が接続されてい
RSio64-D の間では、正常に入出力が行なえません。SRCを ONに
出力を行なえます。

ロックが入力されていません。該当するスロットに外部機器が接続さ
機器と RSio64-D との間では、正常に入出力を行なえません。

クトキーで選択したクロックソースの周波数が、スロットに挿入され
数範囲外です。クロックソースの周波数をカードの動作範囲内にする
してください。また、アナログカードの場合は、SRCをオンにするこ
4-D 内蔵の 48kHz で動作します。

io64-D の SRC WCLK ディップスイッチで選択したクロックが正常に

ていますが、適切なクロックが入力されていません。RSio64-D の
プスイッチで選択したクロックが入力されていないか、動作範囲外で
ます。SRCをオフにするか、ディップスイッチの設定を変更してく
5

I/O デバイス画面

サポートデバイスの追加
RSio64-D が新たにサポートされました。I/Oデバイス画面にてRSio64-D を操作することができま
す。

I/O デバイス画面 (I/O ページ )

■ RSio64-D表示

1 カード名
スロット1～ 4に装着されている各カードの名前が表示されます。未装着の場合は、「----」と表示
されます。

2 IN/OUT PORT
スロット1～ 4に装着されている各カードの入力ポート数および出力ポート数が表示されます。
カードが装着されていない場合は、「--」と表示されます。

3 SLOT1～ 4 LOCKインジケ
スロット1～ 4のワードクロ
は、緑色で点灯します。

4 SLOT1～ 4 SRCインジケー
スロット1～ 4の SRC(Sam

NOTE
スロットに挿入したMini-YG
ディップスイッチで選択しま

5 SLOT1～ 4 SRCボタン
スロットの IN側、OUT側両方

6 WORD CLOCK セレクトボタ
RSio64-D 本体のワードクロッ
・ WORD CLOCK WCLK IN
・ WORD CLOCK SLOT1 1
・ WORD CLOCK DANTEイ

1 52 43 B

0 A6 7 8 9

消灯 スロットにカードが

緑 ( 点灯 )
LOCK

WORD CLOCKセレ
ら入力されていこと
その機器と RSio64
波数が近接している

緑 ( 点滅 )
SYNC
ERROR

カードからは有効な
したクロックソース
る場合、その機器と
することで正常に入

赤 ( 点灯 )
UNLOCK

カードから有効なク
れている場合、その

赤 ( 点滅 )
WRONG 
WORD 
CLOCK

WORD CLOCKセレ
たカードの動作周波
か、SRCをオンに
とによって、RSio6

消灯 SRCがオフ。

緑 ( 点灯 ) SRC がオンで、RS
入力されています。

赤 ( 点灯 )

SRC はオンになっ
SRC WCLK ディッ
あることが考えられ
ださい。



I/O デバイス画面
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体内のルーティングユーザーパターンを設定する画面が開きま
れぞれの出力ポートへのパッチを設定します。

ッチ ( 同一スロットへのパッチも含む ) も可能ですが、Dante か
しておりません。

-D に出て行くDante 64ch を設定するOUTPUT PATCH 画面

電状態を表示します。電源スイッチがオフの場合は、AC IN への電
す。

T電源の通電状態を表示します。電源が供給されていれば点灯しま
響されません。

ケーター
表示します。

ロール対象のデバイスを探している状態

スとの接続を試みている状態

スとの同期中

スのコントロールが可能な状態
6

RSio64-D 本体のワードクロックソースの状態を表示します。

*1 点滅時はDante ワードクロック *3 で動作し、入出力が行なえます。
*2 MY8-AEB を使用する場合は、カードのAE⇔ RSVDスイッチをRSVD側に設定してからご使用ください。
*3 Dante ワードクロックの周波数を変更する場合は、Dante Controller を使用してください。

7 CURRENT PATTERNボタン
ボタンを押すと、RSio64-D 本体内で現在選択されているルーティングパターンを表示します。
RSio64-D でルーティングパターンを切り替えた場合は、3秒経つと反映されます。

8 USER PATTERNボタン
ボタンを押すと、RSio64-D 本
す。スロットおよびDante のそ

NOTE
スロットからスロットへのパ
らDante へのパッチには対応

9 OUTPUT PATCH ボタン
このボタンを押すと、RSio64
が表示されます。

0 POWER INT インジケーター
RSio64-D の AC IN 電源の通
源の供給状態によらず消灯しま

A POWER EXT インジケーター
RSio64-D の EXT DC INPU
す。電源スイッチの状態には影

B コントロールステータスインジ
デバイスのコントロール状態を

WCLK IN
RSio64-D のリアパネルのWORD CLOCK IN 端子から入力されているワードク
ロック信号を使用している場合に点灯します。有効なワードクロック入力がない
場合は点滅 *1 します。

SLOT1 1/2
RSio64-D のスロット 1のチャンネル 1/2 のワードクロックを使用している場合
に点灯します。有効なワードクロック入力がない場合は点滅 *1 します。MY8-
AEB 使用時 *2 はチャンネル 7/8 のワードクロックを使用します。

DANTE
Dante ネットワークのワードクロック *3 を使用している場合に点灯します ( 有効
な Dante 信号入力がない場合は、内蔵Dante モジュールが生成するクロックで動
作します )。

コント

デバイ

デバイ

デバイ
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ーターには、デバイスのコントロール状態を表示します。

ットチャンネルからは次の操作ができます。
ーのストア /リコール
ンクなど )
ロールの制限 ( インプットチャンネル側からHAを操作した場合

対応していないデバイスでは操作できません。

コントロール対象のデバイスを探している状態

デバイスとの接続を試みている状態

デバイスとの同期中

デバイスのコントロールが可能な状態
7

サードパーティー製機器のHAコントロール機能追加
対応するサードパーティー製機器のHA( ヘッドアンプ ) を、コンソールからコントロールできるよう
になりました。DANTE SETUP画面からHAコントロール可能なデバイスとして登録することで、
HA のコントロールができるようになります。

NOTE
PREVIEWモード中の、コンソールからのHAパラメーター変更はデバイスに反映されません。
REMOTE HA ASSIGN画面で“WITH RECALL”の オン /オフの設定ができます。
シーンライブラリーへのストア /リコール、ファイルへのセーブ /ロードができます。
QLシリーズ V3.1 で対応するサードパーティー製品は次の 2つになります。
･ Focusrite 社製 RedNet 4
･ Focusrite 社製 RedNet MP8R

登録できるデバイスの数はR シリーズを含めて最大8台です。Rシリーズも含めて、登録済みのデバイ
スとUNIT ID が重複している場合も登録できます。コントロール対象のデバイスとの接続が確立され
ていない状態でも、HAパラメーターを事前に調整することができます。

コントロール可能なパラメーターは次のとおりです。

1 HA のファンタム電源 (+48V) のオン /オフ

2 HAゲイン

3 HAのHPFのオン /オフ

NOTE
ラック部分の右側のインジケ

 
対象のデバイスをパッチしたインプ
・ インプットチャンネルライブラリ
・ チャンネルジョブ (チャンネルリ
・ ユーザーレベルによるHAコント
のみ )

・ AG-DG LINK

NOTE
ゲインコンペンセーションに

1
2
3



セットアップ画面

 V3.1 追補マニュアル

E TARGET(DCAグループのミュート対象 )

E であったとしても、対象となるDCAのキューはカスケード接続
同時にオンとなります。

るパラメーターがリンクします。

フ

TE TARGET(DCAグループのミュート対象 )

E であったとしても、対象となるDCAのキューはカスケード接続
同時にオンとなります。

フがリンクします。

クしません。それぞれのコンソールで設定してください。

がリンクします。
ド

ーターやイベントがリンクします。

または LAST CUE、5.1SOLO)

スケード相手が Stereo モードであった場合、リンクされません。
 アウトプット系チャンネルのキューポイントの設定

します。

画面 )の操作
イのブライトネス (SETUP 画面 ) の操作

またはCASCADE IN ATT、CASCADE OUT PATCH) を切り替
8

セットアップ画面

カスケード接続の機能追加
QLシリーズどうしをカスケード接続するときに、リンクできる操作対象が増え、複数選択が可能にな
りました。
CASCADE入力信号にアッテネーターが搭載されました。

CASCADE画面 (CASCADE IN PATCHページ )

1 CASCADE LINKボタン
QLシリーズどうしをカスケード接続するときに、リンクさせる操作対象を選択します。複数選択
が可能です。
・ DCA 1-8
以下のDCA１～８に関するパラメーターがリンクします。
・ DCA１～８のレベル
・ DCA１～８のオン /オフ

・ DCA１～８のキュー
・ DCA１～８のDCA MUT

NOTE
キューモードが LAST CU
されているコンソール間で

・ DCA 9-16
以下のDCA9～ 16に関す
・ DCA9～ 16のレベル
・ DCA9～ 16のオン /オ
・ DCA9～ 16のキュー
・ DCA9～ 16のDCA MU

NOTE
キューモードが LAST CU
されているコンソール間で

・ MUTE MASTER
ミュートマスターのオン /オ

NOTE
ディマー機能の設定はリン

・ SENDS ON FADER
SENDS ON FADERの挙動
・ SENDS ON FADERモー
・ 送り先バス

・ CUE
以下のキューに関するパラメ
・ 各種キューの有効 / 無効
・ キューモード (MIX CUE 

NOTE
5.1SOLOについては、カ

・ インプット系チャンネル /
・ OTHERS
以下のパラメーターがリンク
・ シーンのリコール操作
・ シーンのストア操作
・ シーンタイトルの編集
・ ディマー機能 (MONITOR
・ パネル LED とディスプレ

2 タブ
項目 (CASCADE IN PATCH
えます。

1

2



セットアップ画面

 V3.1 追補マニュアル
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CASCADE画面 (CASCADE IN ATTページ ) 

1 ATTノブ
カスケード入力信号に対するアッテネーターの値 (-96.0dB ～ 0.0dB) が表示されます。
[TOUCH AND TURN] ノブで調節できます。

NOTE　
入力レベルの調整可能な SUB IN として使用することができます。これによりインプットやバ
スを占有することなく、他のコンソールの信号をバスにサミングすることができます。

1



チャンネルジョブ
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画面
りです。

ATCHおよびCASCADE IN ATT の設定

 PATCHの設定
10

チャンネルジョブ

リコールセーフ機能のパラメーター追加
リコール操作から除外できるパラメーターが追加されました。

RECALL SAFE MODE画面
GLOBAL RECALL SAFEフィールド内に、CASCADE IN と CASCADE OUTが追加されました。

GLOBAL RECALL SAFE
追加されたパラメーターは、次のとお

CASCADE IN CASCADE IN P

CASCADE OUT CASCADE OUT



シーンメモリー
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のパラメーター追加
るパラメーターが追加されました。追加されるパラメーターはリ
メーターと同じです。
11

シーンメモリー

グローバルペースト機能のパラメーター追加
グローバルペースト機能に関して、選択できるパラメーターとしてCASCADE IN と CASCADE 
OUTが追加されました。

GLOBAL PASTE画面 (PATCH/OTHERsページ )
追加されたパラメーターは、次のとおりです。

フォーカスリコール機能
フォーカスリコール機能で設定でき
コールセーフ機能で追加されたパラ

CASCADE IN CASCADE IN PATCHおよびCASCADE IN ATT の設定

CASCADE OUT CASCADE OUT PATCHの設定



SAVE/LOAD画面
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SAVE/LOAD画面

USBメモリーのリマウント機能追加
USB メモリーがマウントされていない状態のときは、FORMATボタンがUSB REMOUNT ボタンに
なります。押すとUSB メモリーをマウントします。USB メモリーを抜き差ししても認識されないよう
なときに使用します。



その他の機能
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のアップデート機能の追加
er を使用せずに、USBメモリーからQL本体に内蔵している
をアップデート可能になりました。
nte モジュールのファームウェアをアップデートするモードに
、「QL5/QL1ファームウェア アップデートガイド」をご参照くだ

たりしないでください。
Lボタンを押します。
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その他の機能

NAME SUB CPUファームウェアのアップデート手順の変更
USBメモリーからQL本体のNAME SUB CPUのファームウェアをアップデートする手順が変更に
なりました。以下の画面が表示されましたら、NAME SUB CPUのファームウェアをアップデートす
るモードに入ったことになります。操作の詳細は、「QL5/QL1ファームウェア アップデートガイド」を
ご参照ください。
間違ってCL用のファイルを使用してアップデートしてしまった場合、[TOUCH AND TURN] ノブが
動かなくなります。この場合のみこの機能を使います。
アップデート中は本体の電源を切ったりしないでください。
このモードから抜けるには、CANCELボタンを押します。

Dante ファームウェア
Dante Firmware Update Manag
Dante モジュールのファームウェア
以下の画面が表示されましたら、Da
入ったことになります。操作の詳細は
さい。
アップデート中は本体の電源を切っ
このモードから抜けるには、CANCE
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